
情報・知能１年生 微分積分 II (A) 中間テスト問題 2003年 12月 9日 1限実施

各人に問題用紙１枚、答案用紙１枚 (表裏使用)、計算用紙１枚を配布する。

答案用紙１枚のみを提出し、問題用紙と計算用紙は持ち帰れ。

【1】 下記の小問 1) ～ 6) の不定積分を求め，解答欄に答のみを記入せよ．積分定数は省略してよい．

1)
∫

sin
x

2
dx 2)

∫
dx

cos2 x
3)
∫

dx√
1− x2

4)
∫

dx

x2 + 5
5)
∫

log x dx 6)
∫
x2ex dx

【2】 不定積分 I =
∫
x2 − 1
x3 + x

dx を求めよ．

【3】 不定積分 I =
∫
x3
√

1− x2 dx を求めよ．

【4】 広義積分 I =
∫ 1

0

dx

xα
を求めよ．ただし α は正の実数の定数である．

【ヒント】 α の値による場合分けが必要である．

【5】 F (x) =
∫ x2

0
ex−t

2

dt, G(x) =
dF (x)
dx

− F (x) とする．G(x) を求めよ．

【6】 In =
∫

dx

(x2 + 1)n
(n = 1, 2, 3, · · ·) について，下記の小問 1) ～ 3) に答えよ．

1) 部分積分法を適用すると，

In =
∫
x′

1
(x2 + 1)n

dx = x
1

(x2 + 1)n
−
∫
x

※

(x2 + 1)n+1
dx

となる． ※ に当てはまる式を解答用紙の解答欄に記入せよ．

2) 上式を利用して In+1 を In を用いて表す漸化式を作れ．

【ヒント】
x2

(x2 + 1)n+1
=

1

(x2 + 1)n
− 1

(x2 + 1)n+1

3) 上で求めた漸化式を用いて I3 を求めると，I3 =
ア x3 + イ x

ウ (x2 + 1)2
+
ア

ウ
arctanx+ C

となる． ア , イ , ウ にあてはまる数字を解答用紙の解答欄に記入せよ．
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